（解説）障害者虐待防止と私たちの仕事【事例】で考察するポイント
＜キーワード＞自閉症、衝動性、他害、要求、安全
知的障害の利用者を受け入れている事業所であれば、以上のキーワードは日常的に使われているのではないでしょうか。生命に関わるほどの激しい自傷行為を行う重度の行動障害の人は、緊急的に保護的な対応が必要な場合もあるでしょうが、日頃の支援の中ではそこまではいかず、しかし、目は離せないという行動障害の人は多いと思います。本人や他の利用者の安全確保という理由で本人の行動を制限したり、不快な雑音を遮るという理由で特別な空間で過ごしていただくということは、行動障害の人への支援の中では、よく見受けられることと思います。
実は、この事例のなかにも、「虐待」や「虐待の芽」が多々あります。皆さんには、ふだん何気なく支援している、かかわっている一つひとつの場面において、その気配や気付きを感じ取ることが、いかに大切であることを理解していただきたいと思います。

これらに気づき、虐待やそのおそれにつながるかかわりを防ぐために、サービス管理責任者等の立場にある中間的立場の職員が中心になって、どう支援職員がかかわるのかについて、事例を通じた検討により理解してください。
例えでよく使われるのが、言葉の通じない外国に行ったときの不安感です。恐る恐る近くの人に声をかけるが通じず、助けを求めようとしたら驚かれ、その人は大声で何かを喋っています。こちらは必死に困っていることを伝えたいのですが、全く伝わりません。そのうち自分が怪しい人間だと思われているようで、どんどん周囲に人が集まってきました。大勢の人が意味のわからない言葉でまくし立てています。こうなるとパニックでする。事態を収拾させたいのに、状況は悪くなるばかり・・・。

言葉で思いを伝えられず、我慢した挙句の衝動的な行動でしか自己表現できない人の望んでいることをどうくみ取るか、どう想像するか。そもそも、暴力的な行動での自己表現がある人であっても、障害者ということであれば、もちろん人権を尊重しなければいけませんし、そこでの支援者の心の中の自己矛盾を、どう整理したらよいのでしょうか。
正解という答えはありません。しかし、様々なアプローチで試行錯誤し、答えを探し続けなければいけません。それが行動障害の人への支援を職業とする者の職務でしょう。
　最近はようやく地域の中から、そして事業所のなかからも、被虐待者のこれまで届かなかった声が次第に聞こえるようになってきました。福祉従事者が、聞こえぬ声、見えない影、不穏な気配を感じるのは、個人のプライベートな空間や時間に容易に入っていける立場にいるからこそです。利用者の態度や着ている服、家族の様子、家庭内の衛生環境、兄弟の動き・・・。

決してＳＯＳを発しない方もいらっしゃいます。ご自身がおかれている過酷な状況自体を認識できていない方もいらっしゃいます。そこでは、誰かが気づかなければいけません。

新聞やテレビを賑わすような事件性の高いものも、最初のきっかけは、本当に些細な困りごとなのです。そして、どこかで誰かが必ず異変に気付いています。そこで何らかの次の行動を起こすことは、一般市民にとっては難しいことと思います。昔から言われる「触らぬ神に祟り無し」です。しかし、少なくとも福祉従事者は、社会の隙間を埋めていくことが使命です。「何となく気にはなっていた」では済みません。

上司に報告すべきタイミングを、関係機関が介入すべきタイミングを一瞬でもためらってしまったばかりに、弱い者が被害者や、あるいは加害者になってしまうような、一気に事が大きくなってしまうこともあります。

何か虐待や事件が起きれば必ずと言っていいほど、「起こり得るべくして起きた」という状況があったことが後から語られます。しかし、どこかで誰かが気付き、それを誰かに伝えていけば、わずかでも事態が悪くならない方向に変えていくことは、初期の段階なら意外と容易なケースもあるのではと思います。

障害者支援の現場で、いちばん最初に虐待に気づくきっかけは、相談支援機関よりも前に、直接処遇職員の気づきだといえるでしょう。課題を発見できる一番近い距離にいる職員一人ひとりの目と感覚、気配を感じ取る力、気づく力です。せめて最初の気づきに、もっと福祉従事者が敏感になること、そして、その気づきを一人だけで、あるいは事業所だけ抱え込まないことが大切です。
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